
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世界と日本を考える真のリーダーを育成する 

新 

青
天
白
雲
塾 



 

 

ご
挨
拶 

  

あ
な
た
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
対
面

す
る
場
面
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

そ
の
時
、
あ
な
た
は
、
お
と
な
し
く
彼
の
発
言

を
拝
聴
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

地
球
温
暖
化
、
格
差
拡
大
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
に
伴

う
文
明
転
換
な
ど
、
激
動
の
時
代
に
必
須
の
「
知

的
関
心
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
を
示
せ
る
で
し
ょ
う

か
？ 

 

自
ら
の
言
葉
で
説
得
的
に
語
る
だ
け
の
熱
意

が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
た
め
の
知
的
な
準
備
は
で

き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

次
世
代
経
営
幹
部
に
は
、
世
界
の
一
流
人
材

と
対
等
に
議
論
し
合
え
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
こ
れ
が
「
新 

青
天
白
雲
塾
」
の
問
題
意
識

で
あ
り
、
目
標
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
、
歴
史
、
哲
学
、
宗
教
、
人
類
史
、

文
明
論
、
科
学
論
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
的

思
考
を
通
し
て
、
人
類
文
明
が
直
面
し
て
い
る

課
題
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
、
解
決
策
を
考

え
抜
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

企
業
人
向
け
研
修
の
多
く
は
、
経
営
戦
略
論

な
ど
ス
キ
ル
系
の
研
修
が
中
心
で
す
が
、
「
新 

青
天
白
雲
塾
」
は
、
表
面
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

磨
く
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

問
題
を
深
く
捉
え
直
し
、
解
決
策
を
構
想
す

る
「
根
源
的
な
問
題
解
決
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
何
を
、
な
ぜ
、

い
か
に
学
ぶ
か─

─

こ
れ
を
過
（
あ
や
ま
）
た
ず

に
見
定
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

塾
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
異
業
種
交
流
を
含
め
、

「
新 

青
天
白
雲
塾
」
の
研
修
を
通
し
て
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
の
核
心
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

は
て
し
な
い
課
題
の
大
海
に
埋
没
し
な
い
人

材
、
途
方
に
暮
れ
な
い
腹
の
据
わ
っ
た
人
材
、
集

中
し
た
知
の
探
求
を
怠
ら
な
い
人
材
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
に
造
詣
の
深
い
人
材
こ
そ
現
代
企
業

の
経
営
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

二
十
一
世
紀
の
人
類
に
共
通
の
困
難
を
全
身

で
引
き
受
け
る
ほ
か
な
い
経
営
幹
部
候
補
生
に
、

「
世
界
と
日
本
」
に
貢
献
す
る
度
量
と
技
倆
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。 

 

教
科
書
を
開
き
、
講
義
を
聴
く
だ
け
の
受
動

的
な
「
広
く
浅
い
」
学
習
は
、
一
過
性
で
あ
る
こ

と
を
免
れ
ま
せ
ん
。
講
座
が
終
わ
れ
ば
忘
れ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
、
一
般
向
け
教
養
教
育
は
盛
ん
で
す
。
ど

ん
な
講
座
で
も
自
宅
に
居
な
が
ら
に
し
て
視
聴

可
能
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
「
寝
な
が
ら
学

ぶ
」
よ
う
な
便
法
は
存
在
し
ま
せ
ん
。 

 

古
典
古
代
に
起
源
を
も
つ
人
文
知
を
ビ
ジ
ネ

ス
に
生
か
す
た
め
に
は
、
単
な
る
座
学
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
「
読
み
・
書
き
・
討
議
し
・

発
表
す
る
」
実
践
的
な
訓
練
が
必
須
で
す
。 

 

こ
の
体
験
を
通
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
死

活
的
に
重
要
な
「
根
源
的
な
問
題
解
決
力
」
も
、

そ
の
前
提
た
る
「
問
題
の
所
在
を
さ
ぐ
り
・
表
現

し
・
共
有
す
る
力
」
も
身
に
つ
く
で
し
ょ
う
。 

 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
研
修
は
、
小
手
先
の
解
決

策
で
は
な
く
、
根
本
か
ら
「
自
社
の
あ
る
べ
き
姿
」

を
考
え
直
し
て
み
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
こ
そ
が
「
新 

青
天
白
雲
塾
」
の
目
指
す
と

こ
ろ
で
す
。 

株
式
会
社 

不
識
庵 

 
 

 

「
新 

青
天
白
雲
塾
」
塾
長 赤 

井 

茂 

樹 

塾
長 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

一
九
五
六
年
、
福
島
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
教
養
学

部
教
養
学
科
地
域
文
化
専
攻
フ
ラ
ン
ス
科
卒
業
、
株

式
会
社
朝
日
出
版
社
に
て
取
締
役
編
集
長
な
ど
を
務

め
、
多
数
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
関
連
書
籍
の
出
版
を

手
掛
け
た
。
二
〇
二
〇
年
よ
り
株
式
会
社
不
識
庵
顧

問
、
二
〇
二
一
年
よ
り
「
青
天
白
雲
塾
」
塾
長
。



 

 

 

「新 青天白雲塾」の対象および目的 

 

［対象］大手企業の経営幹部およびその候補者として嘱望されている中間管理職。 

［目的］企業の将来を担う幹部候補生は、決定的な変化の時代を生き抜かなくてはなりません。地球環

境の危機、人工知能（AI）の台頭、民主主義と権威主義の対立、多様性と包摂の要請など、前代未聞

というべき難題（の山）を見据え、解を探る必要があります。グローバル時代に立ちむかう日本人と

しての「自負・自尊」「軸」を確立し、組織を統括する時代の大局観のある人材の育成を目指します。 

 

 

「新 青天白雲塾」の特徴 

 

1. 歴史、哲学、宗教、人類史、文明論、科学論など、リベラルアーツを学びます。 

2. 「なぜ学ぶか」「何を学ぶか」「いかに学ぶか」を深く理解し、人文知を実践知につなげる力を養い

ます。 

3. そのために、講座ごとに指定する「課題図書」（1 講座あたり数冊）の読解に取り組んでいただきま

す（多読ないし精読あるいは要約）。 

4. また、その際、「事前課題」を示してレポート等をご提出いただきます。すべての提出物にはコメン

トを付して受講生へフィードバックします。 

5. 講師・塾長・受講生間の「双方向性の対話」を運営の基本形式とします。「事前課題」に対する 5～

8 名のグループ発表（ないし個人発表）から毎回の講座が始まり、その後、講師や塾長を交えて議論

します。 

6. 業種を超えたグループでの議論が大いなる自己研鑽にもつながります。 

7. 「青天白雲塾」は従来グループ単位の「討議・発表・質疑応答」を基本にしてきましたが、「新 青天

白雲塾」ではこれを刷新し、①グループ研修、②個人指導、これら双方をプログラムに織り込みます。 

8. 新プログラムを実施すべく、それぞれの専門分野で活躍中の多数の若手研究者を中心に、講師として

参加を要請します。 

9. 塾生を派遣していただいている企業へは、講座内容と受講生の発表等について、適宜フィードバック

をいたします。 



 

 

 

2022年度募集概要 

 

研修期間： 

2022 年 6 月～12 月までのうち、約 6 か月 

（講座日数 10 日程度 / 基本的に平日の 10 時から 17 時）。 

受講対象： 

大手企業の経営幹部およびその候補者として嘱望されている中間管理職。 

各社 4 名以上～8 名以内。定員は 40 名程度。 

申込受付期間： 

第一次募集締め切り………2022 年 2 月末日 

第二次募集締め切り………2022 年 3 月末日 

お問合わせ先： 

office@fushikian.jp / TEL. 03-3292-0320 「新 青天白雲塾」担当 

⦿2022 年度から「新 青天白雲塾」は従来のプログラムを刷新し、より個人指導を徹底した形にしま

す。プログラムの詳細につきましては、決定次第、可及的速やかに当社ホームページにて公開いた

します（www.fushikian.jp）。 

 

名称：株式会社 不識庵 

設立：平成 22 年 2 月 22 日 

代表取締役：中谷 巌 

住所：〒101-0047 東京都千代田区内神田 1 丁目 14 番 4 号  

電話: 03-3292-0320 / ファクシミリ: 03-3292-0321 

活動内容： 

世界と日本を考える真のトップリーダーを育成する『不識塾』、中堅中核ビジネスリーダー向け『新 

青天白雲塾』のほか、企業内リベラルアーツ研修をお受けしています。 

 

 

 

 

表紙  

Vincent van Gogh, Almond Blossom, 1890 

Van Gogh Museum, Amsterdam (Vincent van Gogh Foundation) 

mailto:office@fushikian.jp

